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2わたしの議会。

　昨年12月28日に、木下憲一副市長が木田久主一市長に退職願を申し出て、受理され
た旨の報告を市長から受けました。
　昨年３月に新聞報道で発覚しました副市長に係る事件につきまして、市民の皆様か
らご心配の声が各議員にも届いており、市政を混乱させたことに対し、議長として遺
憾の意を表します。
　副市長は退職となりましたが、この事件につきましては目下裁判で係争中であります。
　本市議会といたしましては、その推移を見守り、これまでと同様全員協議会等にお
いて市長から報告を受けるとともに、必要に応じて対応を協議していく所存です。
　市民の皆様におかれましては、このような状況に鑑み、何卒ご理解を賜りますよう
お願い申し上げます。

  3月  3日  市内介護事業所経営男性（以下「男性」という。）からの市清掃センターに絡む脅迫に対し、
副市長が多額の私金を複数回に分けて支払ったことが報道される。

  3月  4日 市長及び副市長が市議会の任意会議で経緯を報告。

  3月  7日 市議会本会議で市長及び副市長が報告と陳謝。

  4月  6日 副市長が鳥羽警察署に被害届を提出。

  6月29日 鳥羽警察署が男性を恐喝容疑で逮捕。

  7月19日 鳥羽警察署が容疑者の男性を恐喝未遂容疑で再逮捕。

  8月  9日 津地方検察庁が恐喝と恐喝未遂の罪で容疑者の男性を起訴。

  9月23日 津地方裁判所の初公判で被告の男性が起訴内容を否認。

10月  3日 市が副市長に対する懲戒処分（けん責）を公表。

10月14日 市議会本会議で市長が懲戒処分の報告及び副市長が改めて陳謝。

11月14日 津地方裁判所の公判に副市長が出廷し、証人尋問で証言。

12月  6日 平成18年に市が男性から購入した土地に関する一部報道について、市長が記者会見。

12月  7日 市が男性から購入した土地の経緯等について、市長及び副市長が市議会全員協議会で報告。

12月12日 津地方裁判所の公判に元鳥羽市議が出廷し、証人尋問で証言。

12月15日 津地方裁判所の公判に副市長の知人が出廷し、証人尋問で証言。

12月19日  津地方裁判所の公判に被告男性が立替えて支払ったと主張する元団体関係者が出廷し、
証人尋問で証言。

12月28日 市長が副市長の退職願（12月31日付）を受理した旨の報告を受け、議長コメントを公表。

副市長の事件に係る経過報告

経過報告  （平成28年12月末現在。内容の一部は報道による。肩書は当時。）

鳥羽市議会議長
浜口　一利



3 わたしの議会。

問  

平
成
26
年
７
月
11
日
に
議
会
が
議

決
し
て
現
在
進
行
中
の
契
約
に
つ

い
て
、
ど
ん
な
障
害
が
生
じ
て
新

た
な
契
約
と
な
っ
た
の
で
す
か
。

答  

副
市
長　

現
状
、
緑
化
工
を
阻
害

し
て
い
る
ズ
リ
※
、
残
土
等
の
解

決
が
最
初
に
あ
り
ま
す
。

問  

こ
の
ズ
リ
の
対
応
、
処
理
の
責
任

は
そ
も
そ
も
誰
に
あ
り
ま
す
か
。

答  

副
市
長　

事
業
者
の
責
任
に
お
い

て
処
理
し
ま
す
。

問  

売
買
契
約
書
第
４
条
第
２
項
の
規

定
と
は
。

答  

総
務
課
長　

第
４
条
は
施
設
の
撤

去
、
残
土
処
理
の
部
分
が
う
た
っ

て
あ
り
ま
す
。
同
条
第
２
項
で
は
、

「
乙
※
は
採
石
終
了
後
、
残
土
処
理

を
速
や
か
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※ 

ズ
リ
…
鉱
石
に
含
ま
れ
る
無
価
値
の
岩
石
や
岩
片

※ 

乙
…
事
業
者
（
鶴
田
石
材
株
式
会
社
）

問  

否
決
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま

た
今
回
、
上
程
す
る
理
由
を
聞
き

ま
す
。

答  

市
長　

今
回
は
埋
め
て
し
ま
え

ば
、
自
然
に
緑
化
の
で
き
る
部
分

で
、
そ
こ
へ
至
る
ま
で
も
緑
化
に

支
障
を
来
す
よ
う
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
、
山
積
み
に
さ
れ

て
い
る
ズ
リ
等
が
整
理
さ
れ
て
こ

ち
ら
か
ら
見
た
景
色
が
よ
く
な
り

ま
す
。
か
ん
ら
ん
岩
を
売
っ
た
収

入
は
鳥
羽
市
の
財
政
と
し
て
市
民

を
潤
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
大
き
く
見
て

デ
メ
リ
ッ
ト
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
メ
リ
ッ
ト
の
ほ
う

が
大
き
い
で
す
。

問  

有
利
な
も
の
だ
と
言
え
ま
す
か
。

答  

市
長　

現
時
点
で
、
圧
倒
的
に
有

利
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

副
市
長

事
業
者
で
す

市
長圧

倒
的
に
有
利
だ
と

信
じ
て
い
ま
す

・
議
案
質
疑
・

　総務民生常任委員会に１議案が付託されました。常任委員会報告
　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

（
議
案
第
29
号　

財
産
の
処
分
に
つ

い
て
）

問 

今
後
の
緑
化
は
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

答 

こ
の
議
案
を
上
程
す
る
前
に
意

見
を
聞
い
た
市
内
４
団
体
の
ほ

か
、
国
県
の
職
員
や
専
門
知
識

の
あ
る
学
識
経
験
者
を
入
れ
た

菅
島
採
石
場
緑
化
監
視
委
員
会

（
仮
称
）
の
設
置
を
予
定
し
て
い

る
。
緑
化
監
視
委
員
会
は
、
砕

石
現
場
を
調
査
し
、
市
や
事
業

者
、
地
元
に
対
し
て
緑
化
工
実

施
の
意
見
や
助
言
を
出
し
て
も

ら
え
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

問 

粉
塵
の
飛
散
や
濁
水
の
流
出
が

発
生
し
た
時
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
。

答 
粉
塵
の
飛
散
防
止
策
は
、
散
水

の
回
数
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、

製
品
の
貯
留
場
所
に
風
防
の
覆

い
を
設
置
し
、
濁
水
防
止
と
し

て
新
た
に
沈
砂
池
の
設
置
を
計

画
し
て
い
る
。

菅島採石場ズリ等堆積箇所及び版下箇所

戸
上　

健

ズ
リ
の
責
任
は

誰
に
あ
り
ま
す
か

山
本　

哲
也

有
利
な
も
の
だ
と

言
え
ま
す
か

総務民生
委員会

10月
議会報告財産の処分について、議案１件を審議しました。



4わたしの議会。

平成 28 年度鳥羽市一般会計補正予算（第３号）ほか、鳥羽市
水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する等の条例の制
定についてなど、議案 19 件を審議しました。

12月
議会報告

問  

鳥
羽
市
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
何
が

変
わ
り
ま
す
か
。

答  

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
副
参
事　

年
収
約
３
６
０
万
円
未
満
の
世
帯
の
保
育

料
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
人
数
に
係
る

年
齢
制
限
を
撤
廃
し
、
第
２
子
を
半
額
、

第
３
子
以
降
を
無
料
と
す
る
こ
と
や
、
年

収
約
３
６
０
万
円
未
満
の
ひ
と
り
親
世
帯

等
に
つ
い
て
は
、
第
１
子
を
半
額
、
第
２

子
以
降
を
無
料
と
す
る
も
の
で
す
。

問  

実
施
は
い
つ
か
ら
で
す
か
。

答  

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
副
参
事　

平
成
28
年
４
月
に
さ
か
の
ぼ
り
実
施
し
ま
す
。

問  

還
付
は
い
つ
か
ら
で
す
か
。

答  

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
副
参
事　

平
成
29
年
１
月
末
に
遡そ

き
ゅ
う及
の
対
応
を
し
た

い
。

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
副
参
事

平
成
28
年
４
月
に

 

さ
か
の
ぼ
り
ま
す

・
議
案
質
疑
・

　各常任委員会に 18 議案が付託されました。常任委員会報告
　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

（
議
案
第
40
号　

鳥
羽
市
市
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

問 

今
回
の
改
正
の
内
容
は
、ど

の
よ
う
な
人
が
如
何
な
る

場
合
に
対
象
と
な
る
の
か
。

答 

市
内
に
居
住
す
る
方
が
、台

湾
に
あ
る
企
業
や
法
人
等

か
ら
利
子
や
配
当
等
を
受

け
る
場
合
に
対
象
と
な
る
。

（
議
案
第
42
号　

鳥
羽
市
保
育

所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

問 
今
回
の
保
育
料
改
正
で
、

大
き
く
変
わ
っ
た
点
は
ど

の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
。

答 

保
育
料
に
つ
い
て
は
、
市

独
自
の
施
策
と
し
て
、
同

時
在
所
の
場
合
第
２
子
以

降
を
無
料
と
し
て
い
る
。

今
回
の
改
正
で
、
国
の
施

策
と
し
て
対
象
世
帯
の
年

収
が
約
３
６
０
万
円
未
満

の
世
帯
に
お
い
て
は
、
保

育
料
の
計
算
で
の
年
齢
制

限
が
撤
廃
さ
れ
、
第
２
子

は
半
額
、
第
３
子
以
降
は

無
料
と
な
る
。
さ
ら
に
一

人
親
等
の
世
帯
で
年
収
が

約
３
６
０
万
円
未
満
の
場

合
で
は
、第
１
子
が
半
額
、

第
２
子
以
降
は
無
料
と
な

る
。

戸
上　

健

改
正
内
容
の
実
施
は

 

い
つ
か
ら
で
す
か

幼稚園・保育所の保育料改正

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

（
議
案
第
35
号　

鳥
羽
市
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
・
議

案
第
37
号　

鳥
羽
市
の
重
要

な
公
の
施
設
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

問 

簡
易
水
道
が
上
水
道
へ
統

合
さ
れ
る
こ
と
で
国
か
ら

の
補
助
に
つ
い
て
、
水
道

事
業
会
計
へ
の
影
響
は
ど

う
か
。

答 

平
成
19
年
か
ら
10
年
間
の

間
、
６
事
業
合
わ
せ
て

１
億
４
４
９
６
万
円
の
工

事
を
行
っ
て
き
た
。
簡
易

水
道
事
業
の
補
助
率
は
２

分
の
１
が
上
限
だ
が
、
上

水
道
事
業
と
統
合
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
補
助
率
が
３

分
の
１
に
な
り
、
水
道
事

文教産業
委員会

総務民生
委員会



5 わたしの議会。

業
会
計
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
平
成
19
年
に
国
か

ら
通
知
が
き
て
か
ら
、
10
年
間
の

猶
予
期
間
に
６
事
業
を
整
備
し
て
、

今
後
の
水
道
事
業
会
計
に
負
担
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
き
た
。

（
議
案
第
47
号　

海
水
浴
場
利
用
者

負
傷
事
故
に
伴
う
和
解
及
び
損
害
賠

償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
）

問 

損
害
賠
償
の
休
業
補
償
額
が
１
日

２
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
基
準

は
あ
る
の
か
。

答 

顧
問
弁
護
士
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
被
害
者
が
勤
務
さ
れ
て
い
る

５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
給
料
支
払

明
細
の
額
と
な
っ
て
い
る
。
１
日

も
休
ま
ず
勤
務
し
、
被
害
者
の
職

業
柄
、
雨
で
仕
事
が
休
み
に
な
っ

て
も
１
ヵ
月
分
の
給
料
が
保
証
さ

れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。現
に
、

被
害
者
の
会
社
か
ら
給
料
支
払
明

常任委員会報告

細
書
と
休
業
損
害
証
明
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
の
で
、
市
と
し
て
反

証
す
る
術
は
な
い
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
。

（
所
管
事
務
調
査
「
景
観
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
和
に
つ
い
て
」）

　

現
時
点
で
報
告
書
の
作
成
状
況

と
、
12
月
26
日
に
三
重
県
庁
に
出
向

き「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
・
風
力
発
電
設
備
等
）
開
発
に

係
る
三
重
県
環
境
影
響
評
価
条
例
の

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
」
行
政

視
察
を
行
う
こ
と
の
確
認
を
行
っ
た
。

※
９
ペ
ー
ジ
に
行
政
視
察
報
告
を
載
せ
て
い
ま
す
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
―

● 

臨
時
福
祉
給
付
金
等
給
付
事

業
（
経
済
対
策
分
）

 

７
４
０
８
万
円

● 
 

答
志
漁
港
外
２
漁
港
漁
村
再

生
交
付
金
事
業

 

２
２
５
４
万
円

● 
 

市
営
安
楽
島
海
水
浴
場
利
用

者
負
傷
事
故
に
伴
う
損
害
賠

償
の
額

 

98
万
円

（
議
案
第
30
号　

平
成
28
年
度
鳥
羽

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）　

歳
出
第
３
款
民
生
費
）

問 

就
労
継
続
支
援
（
Ａ
型
）
に
つ
い

て
、
通
勤
費
は
含
ま
れ
て
い
な
い

が
改
善
さ
れ
た
の
か
。

答 

市
単
独
事
業
に
よ
り
、
受
給
対
象

者
が
利
用
す
る
公
共
交
通
機
関
の

運
賃
の
半
額
を
助
成
し
て
い
る
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
同
意

　

上う
え
い井　

千ち
は
る春　

氏

予算決算
委員会

上水道事業に統合される
簡易水道事業

障害者自立支援給付事業の扶助費

人　

事



6わたしの議会。

平成28年10月12日会議 議員別表決結果

議員別表決結果平成28年12月1日～ 12月21日会議

○：賛成　×：反対
－：欠席もしくは棄権

○：賛成　×：反対
－：欠席もしくは棄権

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

片
岡
直
博

河
村　

孝

山
本
哲
也

木
下
順
一

井
村
行
夫

中
世
古
泉

戸
上　

健

浜
口
一
利

坂
倉
広
子

世
古
安
秀

橋
本
真
一
郎

尾
﨑　

幹

坂
倉
紀
男

野
村
保
夫

29 財産の処分について 10月12日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

○ ○ ○ ○ ○ ○

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

片
岡
直
博

河
村　

孝

山
本
哲
也

木
下
順
一

井
村
行
夫

中
世
古
泉

戸
上　

健

浜
口
一
利

坂
倉
広
子

世
古
安
秀

橋
本
真
一
郎

尾
﨑　

幹

坂
倉
紀
男

野
村
保
夫

30 平成28年度鳥羽市一般会計補正予算（第３号）

12月21日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

○ ○ ○ ○ ○ ○

31 平成28年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 平成28年度鳥羽市介護保険事業特別会計補正予
算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 平成28年度鳥羽市定期航路事業特別会計補正予
算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 平成28年度鳥羽市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 鳥羽市水道事業の設置等に関する条例の一部を
改正する等の条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 鳥羽市営水泳プールの設置及び管理に関する条
例の廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

○ ○ ○ ○ ○ ○

37 鳥羽市の重要な公の施設等に関する条例の一部
改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 鳥羽市職員給与条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 鳥羽市職員の退職手当に関する条例の一部改正
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 鳥羽市市税条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 鳥羽市国民健康保険税条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 鳥羽市保育所の設置及び管理に関する条例の一
部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 鳥羽市幼稚園の設置及び管理に関する条例の一
部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 鳥羽市立かもめ幼稚園預かり保育条例の一部改
正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 平成28年度鳥羽市一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 平成28年度鳥羽市一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 海水浴場利用者負傷事故に伴う和解及び損害賠
償の額を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問
1

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ 議案第 35 号については、地方自治法第 244 条の 2 第 2 項の規定により、条例で定める特に重要な公の施設について、これを廃止し、または長期
かつ独占的な利用をさせようとするときは、議会において出席議員の 3 分の 2 以上の同意を必要とするため、特別多数議決により議長も裁決に加
わります。
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戸上　健

問  

全
国
で
海
女
条
例
を
制
定
し
て
い
る
自

治
体
は
。

答  

教
委
生
涯
学
習
課
長　

海
女
の
振
興
を

図
る
目
的
の
条
例
を
制
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問  

海
女
さ
ん
日
本
一
の
鳥
羽
を
市
民
み
ん
な

が
誇
る
条
例
、
通
称
海
女
さ
ん
条
例
を

鳥
羽
が
率
先
し
て
制
定
し
て
は
。

答  

市
長　

条
例
を
つ
く
り
、
海
女
の
日
を
制

定
す
れ
ば
、
全
国
的
に
も
情
報
が
発
信

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、

す
ば
ら
し
い 

考
え
だ
と
認
識
し
ま
す
。

問  

台
風
18
号
に
よ
り
河
内
町
か
ら
堅
神
、

池
上
、
本
町
と
大
変
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
被
害
住
民
は
抜
本
的
な
補

助
制
度
を
切
望
し
て
い
ま
す
。
公
的
な

支
援
が
受
け
ら
れ
た
の
は
何
件
で
す
か
。

答  

健
康
福
祉
課
長　

住
宅
及
び
家
財
に
損

傷
の
あ
っ
た
15
世
帯
に
対
し
、
鳥
羽
市

災
害
見
舞
金
支
給
規
則
に
基
づ
き
、
見

舞
金
と
い
う
形
で
そ
れ
ぞ
れ
１
世
帯
に
つ

き
１
万
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

問  

土
砂
流
入
、
崖
崩
れ
等
で
、
市
道
に
隣

接
し
て
い
れ
ば
公
的
な
災
害
復
旧
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
ゼ
ロ
で
す
。
せ

め
て
こ
の
見
舞
金
支
給
規
則
の
中
に
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

答  

市
長　
（
金
額
が
）
数
十
年
変
わ
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
は
市
だ
け
で
は
な
く
、

県
や
国
も
真
摯
に
対
応
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
ど
う
す
べ
き

か
を
前
向
き
に
協
議
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

市
長す

ば
ら
し
い
考
え
だ
と

 

認
識
し
ま
す

海
女
条
例
の
制
定
を

鳥羽は日本一の海女さんのまち

市
長　

前
向
き
に
協
議
し
た
い

土
砂
流
入
に
も

災
害
見
舞
金
適
用
を

12 月７日に３人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁の概要をお知らせします。

一般質問
これが問いたい  ● ここが聞きたい

※一般質問、議案質疑の原稿は議員本人の文責です。

日程 議員氏名 項目

12月７日（水）

戸上　健
「海女条例」の制定について

自然災害による住宅等への土砂等流入被害補助制度について
学校統廃合について

坂倉　広子
災害に強いまちづくりについて
高齢者の交通対策について

山本　哲也
市長の進退について
中心市街地のビジョンについて
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坂倉　広子

問  

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
問
題
と
な
り
、

全
国
で
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
の

支
援
に
つ
い
て
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
三
重
県

下
の
状
況
を
聞
き
ま
す
。

答  

市
民
課
長　

昨
年
度
の
三
重
県
都
市
交

通
安
全
連
絡
協
議
会
で
自
主
返
納
者
支

援
に
つ
い
て
各
市
の
取
り
組
み
が
議
論

さ
れ
ま
し
た
が
、
返
納
を
推
進
し
て
い
く

上
で
関
係
機
関
等
と
の
協
議
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
各
市
と
も
対
策
を
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問  

鳥
羽
市
の
高
齢
者
の
外
出
支
援
に
つ
い

て
聞
き
ま
す
。

答  

健
康
福
祉
課
長　

毎
年
４
月
１
日
現
在

で
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
を
対
象
に

い
き
い
き
お
出
か
け
券
を
交
付
し
て
、
か

も
め
バ
ス
、
市
営
定
期
船
、
近
鉄
電
車

の
い
ず
れ
か
を
利
用
し
た
際
の
運
賃
の
一

部
助
成
や
福
祉
バ
ス
の
運
行
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
利
用
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
周

知
に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
運
転
免
許

自
主
返
納
制
度
に
よ
る
影
響
等
に
つ
い

て
も
よ
く
研
究
し
て
、
高
齢
者
の
安
全
な

移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問  

市
長
の
所
見
を
聞
き
ま
す
。

答  
市
長　

鳥
羽
市
で
も
そ
う
い
っ
た
施
策

が
だ
ん
だ
ん
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
く
議
論
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長こ

れ
か
ら
よ
く
議
論
を

し
て
い
き
た
い

鳥
羽
市
の
高
齢
者
の

外
出
支
援
は

高齢者外出支援車

山本　哲也

市
長来

年
の
市
長
選
挙
に

出
馬
し
ま
せ
ん

出
馬
の
意
思
は
あ
り
ま
す
か

問  

出
馬
の
意
思
は
あ
り
ま
す
か
。

答  

市
長　

１
年
ほ
ど
前
か
ら
決
め
て
い
ま

し
た
。
来
年
４
月
の
鳥
羽
市
長
選
挙
に

私
は
出
馬
し
ま
せ
ん
。

問  

９
月
の
時
点
で
そ
の
言
葉
を
出
さ
な
か
っ

た
理
由
を
聞
き
ま
す
。

答  

市
長　

ア
メ
リ
カ
で
言
え
ば
レ
イ
ム
ダ
ッ

ク
※
、
話
す
こ
と
の
信
用
性
な
ど
色
々
な

影
響
を
考
え
た
の
が
一
つ
で
す
。
立
候
補

す
る
人
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
両
方

を
考
え
れ
ば
、
12
月
が
ち
ょ
う
ど
い
い
時

期
だ
と
判
断
し
ま
し
た
。

※
レ
イ
ム
ダ
ッ
ク
… 

政
治
的
影
響
力
を
失
っ
た
政
治
家
。

問  

中
心
市
街
地
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

答  

市
長　

鳥
羽
城
や
明
慶
川
を
中
心
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
を
や
っ
て

き
ま
し
た
が
、
実
際
の
観
光
客
の
周
遊
に

結
び
つ
き
難
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
ち
自

体
の
風
情
を
よ
く
す
る
こ
と
が
大
事
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

問  

中
心
市
街
地
で
の
景
観
の
取
り
組
み
は

行
っ
て
い
ま
す
か
。

答  

建
設
課
長　

市
独
自
の
取
り
組
み
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
景
観
計
画
を
策
定

す
る
際
に
は
、
地
域
住
民
と
の
合
意
形

成
を
図
り
、
自
然
景
観
や
色
彩
な
ど
に

配
慮
い
た
だ
く
取
り
決
め
が
で
き
な
い

か
考
え
て
い
き
た
い
。

問  

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
市
長

の
所
見
を
聞
き
ま
す
。

答  

市
長　

若
い
、

や
わ
ら
か
い

頭
脳
で
活
性

化
に
向
け
て

色
々
な
ア
イ

デ
ア
を
出
し

て
ほ
し
い
で

す
。

市
長　

色
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
ほ
し
い

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は

多くの人で賑わう九鬼水軍楽市
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各委員会では、次のとおり行政視察を行いました。

総務民生常任委員会
　視察日　11 月１日～２日

　視察先　長野県松本市（「健康寿命延伸都市・松本」の取り組みについて）
　　　　　長野県軽井沢町（地域防災計画について）

文教産業常任委員会
　視察日　12 月 26 日
　視察先　 三重県（再生可能エネルギー（メガソーラー・

風力発電設備等）開発に係る三重県環境影響
評価条例の環境アセスメントについて）

議会運営委員会
　視察日　１月 12 日～ 13 日
　視察先　 岐阜県可児市（予算決算審査サイクルについて及び議会が取り組む地域課題解決型キャリア教

育支援事業について）
　　　　　 静岡県藤枝市（決算特別委員会による事業評価（市長への提言）及び予算特別委員会と常任委

員会とのリンクについて）

▶ 委員会行政視察

松本市

可児市

軽井沢町

藤枝市
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広報広聴委員長教えて！  

昨年から始まったＴＯＢＡミライトークについて、広報広聴委員長が分かりやすくご案内します。

問  

Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ
ミ
ラ
イ
ト
ー
ク
と
は
。

答  

お
申
込
み
頂
い
た
地
域
や
団
体
に
議
員
グ

ル
ー
プ
を
派
遣
し
、
課
題
解
決
を
一
緒
に

考
え
て
共
有
し
ま
す
。

問  

申
し
込
み
対
象
は
。

答  

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
５
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
が
市
内
で
実
施
す
る
集
会
へ
派

遣
し
ま
す
。
市
民
団
体
の
例
と
し
て
、
町

内
会
自
治
会
、
婦
人
会
、
老
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

消
防
団
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
子
育
て

サ
ー
ク
ル
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
学
生
等
で
す
。
ま

た
、
事
業
所
等
の
例
と
し
て
、
商
工
会
議
所
、

観
光
協
会
、
医
師
会
、
福
祉
事
業
所
、
漁

業
組
合
、
農
業
組
合
、
森
林
組
合
、
そ
の

他
事
業
所
等
と
な
り
ま
す
。

問  

時
間
や
開
催
場
所
は
。

答  

毎
年
６
月
１
日
～
翌
年
４
月
30
日
の
間

で
、
土
日
祝
日
、
夜
間
の
開
催
も
可
能
で

す
。
派
遣
時
間
は
、約
１
時
間
30
分
程
度
で
、

原
則
、
公
共
施
設
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

問  

話
し
合
う
内
容
は
。

答  

①
移
住
定
住 

②
子
育
て
支
援
・
教
育 

③
産

業
振
興
・
雇
用 

④
高
齢
者
・
障
が
い
者
福

祉 

⑤
環
境
・
ま
ち
づ
く
り 

⑥
防
災 

⑦
そ

の
他
（
上
記
以
外
の
テ
ー
マ
で
話
し
合
い

た
い
こ
と
）
で
す
。

問  

申
込
み
方
法
は
。

答  

申
込
用
紙
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
又
は
、
フ
ァ
ク
ス
で

お
送
り
し
ま
す
。
原
則
、
実
施
希
望
日

の
３
週
間
前
ま
で
に
議
会
事
務
局
へ
電
子

メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
、
持
参
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問  

議
員
と
話
し
合
う
の
は
お
堅
い
感
じ
で
気

が
引
け
ま
す
が
。

答  

ご
心
配
い
り
ま
せ
ん
。
い
く
つ
か
の
テ
ー

ブ
ル
に
市
民
と
議
員
が
分
か
れ
る
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
を
基
本
と
し

て
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問  
出
た
意
見
は
、
ど
う
な
り
ま
す
か
。

答  

頂
い
た
ご
意
見
は
、
市
政
に
反
映
で
き
る

か
も
含
め
て
議
会
内
で
検
討
さ
れ
ま
す
。

（
た
だ
し
、
ご
意
見
の
解
決
を
お
約
束
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
本
紙

に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問  

議
員
と
の
話
し
合
い
と
き
く
と
、
繋
が
り

の
多
い
年
配
の
方
々
が
中
心
で
は
な
い
で

す
か
。

答  

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年

９
月
に
は
答
志
島
の
マ
マ
友
サ
ー
ク
ル
の

皆
様
、
12
月
に
は
菅
島
の
児
童
保
護
者
を

中
心
と
し
た
皆
様
な
ど
、
若
い
世
代
や
女

性
の
方
々
と
話
し
合
い
ま
し
た
。「
今
ま
で

議
員
と
接
す
る
機
会
は
無
か
っ
た
が
、色
々

と
話
せ
て
良
か
っ
た
。」「
自
分
達
の
意
見

を
率
直
に
受
け
止
め
て
く
れ
た
。」
と
の
声

も
頂
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
遠
慮
せ
ず
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



11 わたしの議会。

　田原市と鳥羽市は、伊勢湾口の対岸に位置し、これまで伊勢湾架橋構想や伊勢湾フェリー航路存続等、県境を
越えた行政間連携だけでなく、民間でも観光振興等、さまざまな交流が続いています。
　田原市議会と鳥羽市議会も、これまで地域の課題解決に向け、議員間の相互訪問などを実施してきましたが、
両市議会の協力関係をさらに発展させることを目的として、10 月 13 日（木）に伊勢湾フェリー船上において、
市議会単独で友好交流協定を締結しました。
　なお、地方議会同士の協定締結の事例は、西日本で初（全国で４例目）※ となります。

両市議長署名 友好交流協定書

田原市議会　鳥羽市議会

友好交流協定

※ただし、次の例はカウントしていない。
　①行政間の協定（友好都市協定等）に議会も含めている場合　②議員連盟として交流している場合　③議長会同士の協定　④ 海外の議会との協定
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今、きらりと輝いている鳥羽市出身の人達にスポットを
あてる企画、今回は歌手の HODAKA さんです。

きらり輝く人 達

　1986 年生まれ。2006 年、大阪のクラブやライブハウスを中心に R&B シンガー
として活動を開始、全国シンガーコンテストにて３位入賞するなど関西を中心
に活動。
　2014 女性ボーカリスト M

マ リ ル

A'LIL（写真左）とシンガーデュオ J
ジ ャ ム フ レ ー バ ー

amFlavor を結成。
結成後は、難波と梅田２ヶ所を中心にストリートライブを開始。2016 年３月には、
1st Mini Album「恋い焦がれ恋に瀕死」で avex infinity よりメジャーデビューした。
JamFlavor 公式サイト　http://jamflavor.jp/

m-floの大ヒット・チューン「come again」のカバーが朝日放送「ビーバップ！
ハイヒール」11月度エンディング曲として放送。その「come again」も収録
した2nd Mini Album『What’ s Jam?』が発売中。

プロフィール

H
ホ ダ カ

ODAKA さん（写真右）

 〒
517－0011

鳥
羽

市
鳥

羽
３

丁
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0599－25－1206  
 0599－25－1215  
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検
 索

│
鳥
羽
で
は
な
か
な
か
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ

ブ
等
で
音
楽
に
触
れ
る
機
会
は
少
な
い
で

す
が
、
音
楽
の
道
に
進
も
う
と
思
っ
た
決

め
手
は
何
で
す
か
。

　

母
親
が
音
楽
の
教
師
を
し
て
い
た
事
も

あ
り
、
小
さ
い
頃
か
ら
歌
う
事
は
好
き
で

し
た
。
高
校
時
代
にHIPHOP

やR&B

な
ど
ブ
ラ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
出
会
い
、

「
日
本
に
も
こ
ん
な
か
っ
こ
い
い
音
楽
が
あ

る
ん
だ
。」
と
、
み
ん
な
に
知
ら
せ
た
い
と

言
う
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

│
各
地
で
ラ
イ
ブ
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
鳥
羽
で
の
ラ
イ
ブ
は
ど
の
よ
う
な
印

象
で
す
か
。

　

み
な
と
祭
り
や
鳥
羽
の
日
、
鳥
羽
の
日

前
夜
祭
、
色
々
と
出
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
と
て
も
ホ
ー
ム
感
が
あ
り
温
か
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
知
名

度
も
低
い
た
め
こ
れ
か
ら
も
っ
と
多
く
の

鳥
羽
人
に
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

│
最
後
に
、
鳥
羽
市
民
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

鳥
羽
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
有
名
人
や
歌

手
が
出
て
い
ま
す
が
、
そ
の
方
達
も
地
元
の

応
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
活
躍
さ
れ
て
い
る

の
だ
と
、
鳥
羽
で
歌
う
度
に
思
い
ま
す
。
僕

も
そ
の
仲
間
入
り
が
出
来
る
よ
う
、そ
し
て
、

音
楽
の
力
で
鳥
羽
に
貢
献
出
来
る
よ
う
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、Jam

Flavor
と

言
う
名
前
だ
け
で
も
覚
え
て
頂
け
た
ら
嬉
し

い
で
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編 集 後 記
　わたしの議会。（とば市議会だより）第 158 号をお届けします。
　市議会では、市民と議員が意見交換する場として、ＴＯＢＡミライトークを実施しています。ＴＯＢＡミライトーク
で地域の課題を共有することで、その課題が少しでも前に進む一助になればと思います。
　まだまだ試行錯誤ではありますが、皇學館大学の板井准教授や池山助教からアドバイスを頂きながら、より良い
ものとなるよう改良していきます。
 記　片岡直博

広報広聴委員会 委員長　　坂倉広子
副委員長　山本哲也
委員　　　片岡直博
委員　　　河村　孝
委員　　　井村行夫
委員　　　浜口一利
委員　　　世古安秀広報広聴委員が皇學館大学を訪問


